
108 概日リズムタイプを考慮した交代勤務における健康影響 能川　和浩

交代勤務が様々な疾患の発症に独立して影響を与えることが多くの研究で示されている。しかし人間に個々に
存在している概日リズムとの関係は示されていない。今回我々は概日リズムを朝型－夜型質問紙を用いて評価
し、交代勤務を行っている日本人男性労働者を対象に BMI の増減との関連性について解析を行った。対象者は
2007 年から 2011 年の間に入社し、入社時以降の定期健康診断を２回以上受診した 347 名である。入社時の初回
健康診断の際に朝型－夜型タイプを調査し、点数により「明らかな朝型」、「ほぼ朝型」、「中間型」、「ほぼ夜型」、

「明らかな夜型」に分類した。その後、毎年定期健康診断を実施し、年齢、BMI、飲酒習慣、喫煙習慣、運動習
慣、職業性ストレスについて追跡調査した。解析手法は混合線形モデルを用いた。解析の結果、朝型－夜型タイ
プと BMI の関係において、中間型と比較して、「明らかな朝型･ほぼ朝型」グループの回帰係数は 0.63（95 %信
頼区間（CI）: 0.11〜1.16）であり、BMI が増加することが示された。一方、「ほぼ夜型･明らかな夜型」グルー
プの回帰係数は－0.64（95 % CI: －1.25〜－0.04）であり、BMI が減少することが示された。本研究において、
労働者が交代勤務を行うことで、朝型の労働者と夜型の労働者では異なる健康影響を受けるという結果が得られ
た。
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